
2019年（令和元年）６月15日旭陵関西

平成30年度 旭陵同窓会関西支部総会案内
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大丸梅田店軽装・ノーネクタイで
ご出席下さい

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席
下さい。（ご家族の参加も歓迎）

※つり銭のいらないようご準備下さい。
※なお、同封葉書またはホームページで出欠
の連絡を7月31日までにお願いします。
　 （欠席の場合も会場準備上必ず返信をお願いします。）
※回答後も出欠の変更がある場合、事務
局まで必ず連絡して下さい。
詳しくは旭陵同窓会関西支部のホームページ
（http://www.kyokuryo-kansai.jp）
をご覧下さい。

ブリーゼプラザへのアクセス■日　時：
■場　所：

■来　賓：
■会　費：
■式次第：

平成30年9月2日（日）10:30～15:00
ブリーゼタワー内 BREEZE PLAZA（ブリーゼプラザ）多目的ホール
〒530-0001  大阪市北区梅田2-4-9 ブリーゼタワー 7階 ☎06-6344-4888
（地下鉄四つ橋線西梅田駅より徒歩3分、JR大阪駅、阪神梅田駅、JR東西線北新地駅より徒歩5分）
木下同窓会会長、本部役員、山根 敬二校長
8,000円（家族3,000円、84期以降2,000円）
10:30～11:00 総会

12:30～15:00　懇親会

■日　時：平成26年9月7日（日）10:30～15:00
■場　所：大阪弥生会館　大阪市北区芝田2丁目4-53 ☎06-6373-1841
  （JR大阪駅、阪急梅田駅、地下鉄梅田駅より徒歩5分）
■来　賓：木下同窓会会長、本部役員、田坂校長
■会　費：8,000円（家族3,000円、80期以降2,000円） ※おつりのいらないようご準備下さい。

■式次第： 10:30～11:00  総会
  11:10～12:30  特別講演
  12:30～15:00  懇親会

平成26年度 旭陵同窓会関西支部総会案内

「旭陵同窓会関西支部」ホームページ  http://page.freett.com/kyokuryo/index.htm
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特別講演①	 	高橋		毅氏（61期）
◆演題◆   『ちょっと気になる、前立腺のおハナシ』
◆要旨◆   あなたは夜中、何回オシッコにいきますか？
  お年頃の男性の気になる疑問にお答えします！
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 氏　略歴
昭和56年　長府中学卒　　昭和59年　下関西高卒(61期）、
平成３年　京都大学医学部卒　泌尿器科に入局。
大学病院、関西電力病院、公立豊岡病院等で勤務の後、
平成26年３月より大阪赤十字病院泌尿器科勤務

特別講演②	 	西原	浩孝氏（58期）
◆演題◆   『サラリーマン山伏とは？ ─現在の荒行大峰奥駈修行について』
◆要旨◆   平日は激務にいそしむ会社員、しかし週末にはもう一つの顔が！
  大峰山での修行の実際を、ほら貝の演奏も交えてお話します。
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 氏　略歴
昭和56年　下関西高卒(58期）。
会社員として大阪単身赴任の際、そこで初めて知った
大峰山登山を契機に「サラリーマン山伏」へ。
その様子は「たけしのニッポンのミカタ！」でも紹介された。

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席下さい。（ご家族の参加も歓迎）
※なお、同封葉書にて出欠の連絡を7月31日までにお願いします。
　 （欠席の場合も名簿整理上必ず返信をお願いします。）
※回答後、出欠等の変更がある場合は、事務局まで必ず連絡して下さい。 軽装・ノーネクタイで

ご出席下さい

平成25年度 旭陵同窓会関西支部総会案内
■日　時：平成25年9月1日（日）10:30～15:00
■場　所：大阪弥生会館　大阪市北区芝田2丁目4-53 ☎06-6373-1841
  （JR大阪駅、阪急梅田駅、地下鉄梅田駅より徒歩5分）
■来　賓：木下同窓会会長、本部役員、田坂西高校長
■会　費： 8,000円（家族3,000円、80期以降2,000円）
■式次第： 10:30～11:00 総会
  11:00～11:10 下関市長挨拶
  11:10～12:30

  12:40～15:00　懇親会

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席下さい。（ご家族の参加も歓迎）
※つり銭のいらないようご準備下さい。
※なお、同封葉書にて出欠の連絡を7月31日までにお願いします。
　 （欠席の場合も名簿整理上必ず返信をお願いします。）
※回答後、出欠等の変更がある場合は、事務局まで必ず連絡して下さい。

「旭陵同窓会関西支部」ホームページ　http://page.freett.com/kyokuryo/index.htm
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特別講演	 山下　晋司氏『東京大学名誉教授』
◆演題◆  『まなび旅のススメ─観光人類学からのメッセージ』
◆要旨◆   東日本大震災以降の新しい観光のあり方（とくにボランティア

ツーリズム）について、観光人類学の立場から考える。

軽装・ノーネクタイで
ご出席下さい
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平成27年度 旭陵同窓会関西支部総会案内
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大丸梅田店軽装・ノーネクタイで
ご出席下さい

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席
下さい。（ご家族の参加も歓迎）
※つり銭のいらないようご準備下さい。
※なお、同封葉書にて出欠の連絡を 

7月31日までにお願いします。
　 （欠席の場合も名簿整理上必ず返信をお願いします。）
※回答後、出欠等の変更がある場合は、
事務局まで必ず連絡して下さい。
詳しくは旭陵同窓会関西支部のホームページ
（http://www.kyokuryo-kansai.jp）を
ご覧下さい。

ブリーゼプラザへのアクセス■日　時：
■場　所：

■来　賓：
■会　費：
■式次第：

平成27年9月6日（日）10:30～15:00
ブリーゼタワー内 BREEZE PLAZA（ブリーゼプラザ）※前回までと会場が異なります
〒530-0001  大阪市北区梅田2-4-9 ブリーゼタワー 7-8階 ☎06-6344-4888
（地下鉄四つ橋線西梅田駅より徒歩3分、JR大阪駅、阪神梅田駅、JR東西線北新地駅より徒歩5分）
木下同窓会会長、本部役員、首藤（新）校長
8,000円（家族3,000円、81期以降2,000円）
10:30～11:00 総会

12:30～15:00　懇親会

  11:10～12:30	特別講演	 桐村　晋次氏（33期）
◆演題◆ 『松下村塾の人材育成法と現代への応用─志士をはぐくんだ下関の風土』

吉田松陰が松下村塾を指導したのは、わずかに２年４か月。にもかかわらず、２人の総理大臣をはじ
め近代日本の幕開けに活躍した多くの人材を輩出している。そこではどんな教育が行われ、また、師

を失ったのち１０年近くの間、門下生が集まってどんな勉強会を続けたのだろうか。桂小五郎、高杉晋作、久坂玄瑞、
伊藤博文、山縣有朋 ら、一人一人の育ち方、学び方を追う「キャリア・ヒストリー」の研究によって、その共通項を引き出
して、松下村塾の育て方の特徴をつかみ、現代に応用する方法を考察した。同一年齢の者が、用意された教材にそっ
て、教師の指導を受ける今日の学校教育とは異なり、身分、年齢、学力レベルがバラバラの若者が集まって正解のな
い課題に取り組んだ学び方は、私たちに多くのヒントを与えてくれる。
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 氏　略歴
１９３７年下関市生まれ。１９６３年東京大学法学部卒業後、古河電気工業に入社。
人事部長、取締役経営企画室長、常務取締役を経て、古河物流社長。この間、筑波大学大学院（夜間）
カウンセリング専攻修了。神奈川大学経営学部教授、法政大学キャリアデザイン学部教授、同大学院経
営学研究科教授、神奈川大学特別招聘教授、日本産業カウンセリング学会会長、人材育成学会理事を歴任。
40年にわたり、松下村塾の人材育成について研究し、同テーマでの月刊誌への連載、新聞・雑誌への寄
稿をはじめ、企業・教育研修機関での講演も多く行っている。主な著書に、『人材育成の進め方』など。

◆要旨◆ 

■日　時：平成21年9月6日（日）10：30～15：00
■場　所：大阪弥生会館　大阪市北区芝田2丁目4-53 ☎06-6373‐1841
 （JR大阪駅、阪急梅田駅、地下鉄梅田駅より徒歩5分）

■来　賓：前田同窓会会長、本部役員、木村校長先生

■会　費：8,000円（家族3千円）
■式次第：10：30～11：00　総会
 11：00～12：30　

 12：30～15：00　懇親会

写真左から
りな／Key Board、ゆうき／Ukulele & Vocals
かな／Ukulele & Vocals & Flute、まっきー／Guitar & Vocals
みのり／Bass & Vocals

平成21年度 旭陵同窓会関西支部総会案内

バンド KOKO’O による HAWAIIAN 演奏
　・HAWAIIAN メドレー
　・HAWAIIAN DANCE
　・CLASSIC メドレー

バンド KOKO’Oのプロフィール
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平成28年度 旭陵同窓会関西支部総会案内
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大丸梅田店軽装・ノーネクタイで
ご出席下さい

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席
下さい。（ご家族の参加も歓迎）
※つり銭のいらないようご準備下さい。
※なお、同封葉書にて出欠の連絡を 

7月24日までにお願いします。
　 （欠席の場合も名簿整理上必ず返信をお願いします。）
※回答後、出欠等の変更がある場合は、
事務局まで必ず連絡して下さい。
詳しくは旭陵同窓会関西支部のホームページ
（http://www.kyokuryo-kansai.jp）を
ご覧下さい。

ブリーゼプラザへのアクセス■日　時：
■場　所：

■来　賓：
■会　費：
■式次第：

平成28年8月21日（日）10:30～15:00
ブリーゼタワー内 BREEZE PLAZA（ブリーゼプラザ）多目的ホール
〒530-0001  大阪市北区梅田2-4-9 ブリーゼタワー 7階 ☎06-6344-4888
（地下鉄四つ橋線西梅田駅より徒歩3分、JR大阪駅、阪神梅田駅、JR東西線北新地駅より徒歩5分）
木下同窓会会長、本部役員、首藤校長
8,000円（家族3,000円、82期以降2,000円）
10:30～11:00 総会

12:30～15:00　懇親会

  11:10～12:30	特別講演	 山下	友信氏（48期）
◆演題◆ 『法律はどのようにして作られるか』

法律は国会の議決により制定されますが、そこに至るまでにどのようなプロセスを経るのかについて
はご存知ない方も多いでしょう。ある法律を制定しようという発案をするのは誰なのか、利害のあるさ

まざまな関係者の意見はどのような仕組みで集約されるのか、法律案を起草するのはどういう人なのか、といったことな
どです。これらの仕組みの中で、当然に妥協もあれば、法律であるとはいえ規定できることの限界もあります。この講演
では、民事の基本法である民法・商法の分野を中心に、明治時代の最初の法律はどのようにして制定されたのかという
ことからはじめて、現代の立法の実情を紹介します。
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 氏　プロフィール
1952年9月24日生まれ。山口県（角倉小学校、彦島中学校、下関西高等学校）出身。日本の商法学者。 
・1975年東京大学法学部卒業　・1978年神戸大学法学部助教授
・1992年東京大学大学院法学政治学研究科教授　・新司法試験考査委員（2005年度～2008年度）
・法制審議会商法（運送・海商関係）部会委員・部会長（2014年4月～2016年2月）を歴任
・2015年東京大学名誉教授　・2015年紫綬褒章受章

主な著書  「商事法の研究」（有斐閣）2015年3月、「保険法」（有斐閣）2005年3月、
「現代の生命・傷害保険法」（弘文堂）1999年11月ほか

◆要旨◆ 

平成29年度 旭陵同窓会関西支部総会案内
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大丸梅田店軽装・ノーネクタイで
ご出席下さい

※同窓生をお誘い合わせの上是非ご出席
下さい。（ご家族の参加も歓迎）
※つり銭のいらないようご準備下さい。
※なお、同封葉書にて出欠の連絡を 

7月31日までにお願いします。
　 （欠席の場合も名簿整理上必ず返信をお願いします。）
※回答後、出欠等の変更がある場合は、
事務局まで必ず連絡して下さい。
詳しくは旭陵同窓会関西支部のホームページ
（http://www.kyokuryo-kansai.jp）を
ご覧下さい。

ブリーゼプラザへのアクセス■日　時：
■場　所：

■来　賓：
■会　費：
■式次第：

平成29年9月3日（日）10:30～15:00
ブリーゼタワー内 BREEZE PLAZA（ブリーゼプラザ）多目的ホール
〒530-0001  大阪市北区梅田2-4-9 ブリーゼタワー 7階 ☎06-6344-4888
（地下鉄四つ橋線西梅田駅より徒歩3分、JR大阪駅、阪神梅田駅、JR東西線北新地駅より徒歩5分）
木下同窓会会長、本部役員、山根 敬二校長（新任）
8,000円（家族3,000円、83期以降2,000円）
10:30～11:00 総会

12:30～15:00　懇親会

  11:10～12:30	特別講演	 井上	麻紀氏（65期）
◆演題◆ 『心が折れないように暮らすには』

お話の最初には、普段の自分について、簡単なチェックシートをご記入いただきます。人と接する時にど
うなりやすい性分か、この機会にお知りいただき、今後に役立ちますように。 
お話の中頃には、メンタルヘルスを保つための、ごく基本的なことをお知らせします。今日から使える、

豆知識がいっぱいです。自分や家族、親しい友人、職場の同僚などと付き合う時に、使ってみませんか。 
最後に、できれば一生出会わない方がラッキーですが、話してもわからない人に対応せざるを得ない方のために、対応ポ
イントをお話します。自分の傾向を知り、メンタルヘルスの基礎知識を持ち、最後に応用編をかじります。 何を失っても元
気な心だけは失いたくない、とは、メンタルヘルスの病気からよくなった方の言葉です。予防に努めていただき、どうぞ明
日からも健康にお過ごしください！

臨床心理士。公立学校共済組合近畿中央病院メンタルヘルスケア・
センター副センター長。

勝山小、勝山中、下関西高、北九州予備校を経て神戸大学文学部心理学科卒業、同大学院文学研究科心理学専攻修了。
総合病院勤務の後、学校教職員の専門病院で10年以上にわたり教員に特化したメンタルヘルスケアや職場復帰支援
をおこなってきた。「教員である前に、まず人として元気になってもらうこと」をモットーに、これまで400名以上
の教員に職場復帰支援を実施し、復帰率は80％近くにのぼる。
高校では吹奏楽部でサックスを、大学からはオーケストラでオーボエを奏で、現在も複数の市民オーケストラで活
躍する一方、一男一女の子育てに奮闘する多忙な毎日を送っている。
著書に『教師の心が折れるとき』（大月書店、2015年）、共著書に『イチャモン研究会−学校と保護者のいい関係づ
くりへ』（小野田正利編著、ミネルヴァ書房、2009年）。

◆要旨◆ 

井
い の う え

上 麻
ま き

紀 氏　プロフィール

  11 :10～12:30	特別講演	 山縣	然太朗氏（54期）
◆演題◆ 『健康長寿の秘訣は同窓会の活動にある』

1958年4月3日生まれ
山梨大学医学部医学科社会医学講座教授
専門は公衆衛生学、疫学、人類遺伝学。母子から高齢者まで生涯を通じた予防医学分野で、健康に関連する遺伝子
レベルから社会経済的要因までを研究している。日本公衆衛生学会理事、日本疫学会第27回学術集会会長、厚生労
働省厚生科学審議会専門員、文部科学省科学技術・学術議会専門員などを務めている。
①  1977年卒業（54期生）
　 名池小学校、名陵中学校では運動会で活躍した程度。高校時代は陸上とバンドに精を出し、400メートルハードル、

400メートルリレーでは中国大会に出場。高校3年の夏まで運動部の部活をした仲間はいまでも親友。
② 山梨医科大学を卒業後、病院での研修を経て、文部省在外研究員として米国カリフォルニア大学アーバイン校小

児科に留学。山梨医科大学助教授を経て、1999年に教授（社会医学講座）。医師になる学生に人類遺伝学と公衆
衛生学（社会医学）を教えている。

山
や ま が た

縣 然
ぜ ん た ろ う

太朗 氏　プロフィール

　わが国は平均寿命とともに、元気で長生きの指標である健康寿命も世界トップである。私が仕事をし
ている山梨県は全国一の健康長寿県となっている。その要因を明らかにするために高齢者の追跡調査
を行っている。健康長寿と同窓会活動の関連も明らかになった。

◆要旨◆ 

　平成８年（1996年）より発刊した「旭陵関西」の総会案内部分を一挙に掲載しました。関西支部の25年の歩みをご参照いた
だければ幸いです。（HPには全文掲載しています）
　元号は平成から令和に移りましたが「旭陵関西」が会員相互の情報交換や懇親の場として長く引き継がれますよう皆様の
ご協力（広告協賛・寄付・寄稿など）をお待ちしています。� 副幹事長　濵岡�睦子（59期）
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関
西
支
部
設
立
の
記

空谷　俊和
初代支部長
（27期）

 

平
成
6
年
3
月
5
日（
土
）午
後
7

時
か
ら
、
大
阪
市
北
区
西
天
満
4
丁

目
の
「
芝
苑
」
で
懇
談
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
旭
陵
同
窓
会
本
部
か
ら
は
、

加
藤
康
憲
会
長
、
石
原
忠
夫
幹
事
長

な
ど
が
出
席
さ
れ
、
関
西
側
か
ら

は
、
石
坪
英
郎
さ
ん
、
甲
斐
敏
晴
さ

ん
、
空
谷
俊
和
な
ど
が
出
席
し
ま
し

た
。
席
上
、
加
藤
会
長
か
ら
熱
心
に
、

関
西
支
部
設
立
の
要
請
が
あ
り
、
昨

年
か
ら
気
運
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た

の
で
、
今
年
こ
そ
立
ち
上
げ
て
欲
し

い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
甲
斐

さ
ん
は
、
大
阪
み
ど
り
ケ
丘
病
院
長

の
激
務
の
中
、
第
31
期
同
期
の
内
藤

尚
さ
ん
（
当
時
、
京
都
上
労
働
基
準

監
督
署
長
の
要
職
、
の
ち
に
株
式
会

社
ク
ボ
タ
人
事
第
二
部
長
）
と
共
に

旭
陵
関
西
支
部
創
立
25
周

年
を
迎
え
て

安野　洋一
第３代支部長

（33期）

 

我
々
の
大
先
輩
に
関
中
20
期
の
安

西
喬
先
生
（
昭
和
24
年
東
大
医
学
部

卒
）
が
お
ら
れ
た
。
日
本
赤
十
字
医

療
セ
ン
タ
ー
皮
膚
科
部
長
の
時
代
に

そ
の
豊
か
な
人
脈
に
よ
り
全
国
を
奔

走
さ
れ
て
、
臨
床
皮
膚
科
医
学
会
を

設
立
し
、
平
成
8
年
ま
で
の
12
年
間

に
わ
た
り
初
代
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。

い
ま
か
ら
四
半
世
紀
前
の
こ
と
で
記

憶
が
定
か
で
は
な
い
が
、
平
成
５
、

６
年
頃
に
東
京
で
の
会
合
で
お
会
い

し
た
際
に
、
旭
陵
同
窓
会
の
関
西
支

部
を
立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
加

藤
康
憲
旭
陵
同
窓
会
長
の
意
向
を
告

中
心
と
な
り
、
多
忙
の
中
に
も
不
拘
、

献
身
的
に
発
会
の
準
備
を
す
す
め
て

頂
き
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
京
都
市

収
入
役
の
職
務
が
忙
し
く
て
、
十
分

な
努
力
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
石
坪
さ
ん
は
、
第
18
期
で
加
藤

会
長
と
同
期
で
あ
り
、
強
力
な
要
請

を
受
け
て
、
K
B
S
京
都（
現
在
の

京
都
放
送
）の
技
術
責
任
者
で
多
忙

な
中
を
割
い
て
各
方
面
に
働
き
か
け

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
石
原
幹
事
長

か
ら
は
、
設
立
に
必
要
な
手
順
や
案

内
状
作
成
・
発
送
の
実
務
や
経
費
負

担
な
ど
本
部
の
応
援
が
あ
る
こ
と
な

ど
承
り
ま
し
た
。

加
藤
会
長
は
、
永
年
に
亘
る
思
い

を
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
長
く
同
窓
会
役
員
を
務
め
た

間
に
も
、
全
国
に
は
多
く
の
支
部
も

あ
り
ま
す
の
に
、
関
西
地
区
に
は
無

か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
昨
年
の
同
窓
会
長
就
任
に

当
た
り
、
先
ず
先
に
こ
の
件
を
解
決

し
な
く
て
は
と
決
意
、
公
約
と
も
い

た
し
ま
し
た
が
、
幸
い
関
西
在
住
の

同
窓
会
各
位
か
ら
も
御
協
力
を
賜
り
、

げ
ら
れ
た
。
そ
れ
な
ら
最
も
相
応
し

い
人
物
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
西
高

の
２
年
先
輩
で
あ
り
、
大
学
同
期
の

甲
斐
敏
晴
先
生
を
紹
介
し
、
私
か
ら

頼
む
よ
り
直
接
本
部
か
ら
依
頼
し
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。
そ
の
よ
う

な
経
緯
も
あ
っ
た
の
で
、
関
西
支
部

の
設
立
総
会
に
は
出
席
で
き
な
か
っ

た
が
、
空
谷
俊
和
支
部
長
、
内
藤 

尚
幹
事
長
、
甲
斐
事
務
局
長
、
そ
の

他
の
役
員
が
選
出
さ
れ
、
平
成
６

年
５
月
14
日
に
関
西
支
部
が
発
足
し
、

順
調
な
経
過
を
た
ど
っ
た
こ
と
は
大

変
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
上
記

の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
甲
斐
先
生
に

話
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
い
ま

思
え
ば
承
知
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
後
に

副
支
部
長
と
し
て
参
加
を
促
さ
れ
、

第
３
代
支
部
長
に
指
名
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
も
う
な
ず
け
る
よ
う

な
気
が
し
て
い
る
。

予
想
を
超
え
た
１
５
０
名
も
の
参
加

を
得
て
、
大
盛
会
に
な
り
ま
し
た
こ

と
を
、
皆
様
へ
の
感
謝
と
と
も
に
喜

び
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
」

こ
の
会
長
の
執
念
に
応
え
て
、
関

西
支
部
で
は
、
甲
斐
、
内
藤
両
氏
を

中
心
に
、
事
務
局
と
し
て
第
33
期
以

降
の
方
々
の
御
参
加
を
得
て
発
足
で

き
ま
し
た
。
当
時
最
も
若
手
の
54
期

阿
部
紀
一
郎
さ
ん
が
、
今
年
の
支
部

長
と
な
ら
れ
た
の
に
、
感
無
量
で
す

が
、
創
立
25
周
年
の
節
目
に
、
ま
た

令
和
の
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
支
部

長
に
期
待
大
で
す
。

第
１
回
設
立
総
会
に
は
、
旭
陵
第

１
期
生
の
佐
藤
定
雄
さ
ん
が
出
席
さ
れ
、

そ
の
矍
鑠
ぶ
り
に
出
席
者
一
同
が
祝

福
を
致
し
ま
し
た
。
第
２
回
の
総
会

に
も
出
席
さ
れ
、
花
束
の
贈
呈
を
受

け
て「
友
達
も
皆
死
に
、
私
も
早
く

あ
の
世
に
行
き
た
い
。」
と
冗
談
ま
じ

り
に
話
さ
れ
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

往
時
茫
々
で
す
が
、
共
に
過
ご
し

た
日
々
を
想
う
と
、
会
の
い
つ
ま
で

も
盛
会
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

甲
斐
先
生
が
理
事
長
と
し
て
育
て

上
げ
ら
れ
た
み
ど
り
ヶ
丘
病
院
は
、ご

子
息
に
引
き
継
が
れ
て
現
在
も
発
展

を
続
け
て
い
る
。
私
も
常
勤
嘱
託
と

し
て
勤
務
し
９
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、

病
院
の
裏
手
の
水
路
際
に
咲
く
満
開

の
桜
を
、
闘
病
中
に
も
う
一
度
観
た

い
と
い
わ
れ
て
婦
長
さ
ん
の
押
す
車

椅
子
の
先
生
と
出
会
い
、一
緒
に
見
上

げ
た
の
は
丁
度
５
年
前
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
先
生
は
そ
の
２
か
月
後
に
帰
ら

ぬ
人
と
な
ら
れ
た
が
、何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
咲
く
花
を
見
る
た
び
に
当

時
が
思
い
出
さ
れ
る（
写
真
）。

支
部
長
と
し
て
私
が
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
5
年
間
で
は
、
末

光 

久
幹
事
長
、
杉 

顕
紹
事
務
局
長

を
は
じ
め
役
員
の
方
々
が
各
自
能
力

を
発
揮
し
て
運
営
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
苦
労
し
た
と
い
う
記
憶
は
何
も

思
い
出
せ
な
い
。
た
だ
、
関
西
在
住

の
西
高
卒
業
生
の
う
ち
行
事
へ
の
参

加
者
は
全
体
の
３
割
程
度
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
、
と
く
に
若
い
人
た

ち
の
加
入
が
旧
く
て
新
し
い
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
。
東
京
支
部
で
は
規
模
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
総
会
と
は
別

に
、
数
年
前
か
ら
「U

nder50

の
会
」、

昨
年
は
新
入
生
を
対
象
に
し
た
ウ
ェ

ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
阿
部
紀
一
郎
第
６
代

支
部
長
は
関
西
支
部
設
立
当
初
か
ら

の
生
え
抜
き
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に

そ
の
手
腕
が
期
待
さ
れ
る
。

旭
陵
同
窓
会
　
関
西
支
部
総
会
の
歴
史

25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 回
2
0
1
8
年 

9
月
２
日

2
0
1
7
年 

9
月
３
日

2
0
1
6
年 

８
月
21
日

2
0
1
5
年 

9
月
６
日

2
0
1
4
年 

9
月
７
日

2
0
1
3
年 

9
月
１
日

2
0
1
2
年 

9
月
2
日

2
0
1
1
年 

9
月
４
日

2
0
1
0
年 

9
月
５
日

2
0
0
9
年 

9
月
6
日

2
0
0
8
年 

8
月
31
日

2
0
0
7
年 

9
月
2
日

2
0
0
6
年 

8
月
2７
日

2
0
0
5
年 

9
月
4
日

2
0
0
4
年 

9
月
5
日

2
0
0
3
年 

9
月
7
日

2
0
0
2
年 

9
月
8
日

2
0
0
1
年 

9
月
9
日

2
0
0
0
年 

9
月
10
日

1
9
9
9
年 

9
月
19
日

1
9
9
8
年

9
月
2７
日

1
9
9
7
年

9
月
28
日

1
9
9
6
年 

10
月
13
日

1
9
9
5
年 

10
月
14
日

1
9
9
4
年 

５
月
14
日

開
催
日

ブ
リ
ー
ゼ

プ
ラ
ザ

ブ
リ
ー
ゼ

プ
ラ
ザ

ブ
リ
ー
ゼ

プ
ラ
ザ

ブ
リ
ー
ゼ

プ
ラ
ザ

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

ａ
ｍ
ホ
ー

ル 大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

大
阪
弥
生

会
館

三
井
ア
ー

バ
ン
ホ
テ

ル 三
井
ア
ー

バ
ン
ホ
テ

ル 三
井
ア
ー

バ
ン
ホ
テ

ル 三
井
ア
ー

バ
ン
ホ
テ

ル 三
井
ア
ー

バ
ン
ホ
テ

ル 三
井
ア
ー

バ
ン
ホ
テ

ル 大
阪
弥
生

会
館

天
王
寺
都

ホ
テ
ル

太
閤
園

場
所

上
村 

繁
典

（
48
期
）

上
村 

繁
典

（
48
期
）

上
村 

繁
典

（
48
期
）

上
村 

繁
典

（
48
期
）

上
村 

繁
典

（
48
期
）

上
村 

繁
典

（
48
期
）

杉　

顕
紹

（
43
期
）

杉　

顕
紹

（
43
期
）

杉　

顕
紹

（
43
期
）

杉　

顕
紹

（
43
期
）

杉　

顕
紹

（
43
期
）

安
野 

洋
一

（
33
期
）

安
野 

洋
一

（
33
期
）

安
野 

洋
一

（
33
期
）

安
野 

洋
一

（
33
期
）

安
野 

洋
一

（
33
期
）

甲
斐 

敏
晴

（
31
期
）

甲
斐 

敏
晴

（
31
期
）

甲
斐 

敏
晴

（
31
期
）

空
谷 

俊
和

（
2７
期
）

空
谷 

俊
和

（
2７
期
）

空
谷 

俊
和

（
2７
期
）

空
谷 

俊
和

（
2７
期
）

空
谷 
俊
和

（
2７
期
）

空
谷 

俊
和

（
2７
期
）

支
部
長

100
名

102
名

100
名

99
名

90
名

105
名

114
名

110
名

106
名

9７
名

101
名

105
名

７9
名

84
名

115
名

86
名

95
名

106
名

8７
名

92
名

122
名

84
名

91
名

145
名

出
席
者

山
縣 

然
太

朗 （54
期
）

友
永 

次
郎

井
上 

麻
紀 

（
65
期
）

山
下 

友
信 

（
48
期
）

桐
村 

晋
次 

（
33
期
）

高
橋　

毅 

（
61
期
）

西
原 

浩
孝 

（
58
期
）

山
下 

晋
司 

（
44
期
）

金
谷 

こ
う

す
け

岡
村 

定
矩 

（
43
期
）

古
川　

薫

バ
ン
ド 

K
O

K
O

'O

町
田　

顯 

（
32
期
）

大
石　

学 

（
59
期
）

佐
々
部 

清

金
関　

恕

安
富 

静
夫

井
上 

弘
道 

カ
ル
テ
ッ

ト（64
期
）

李　

柴
君

金
関　

環

山
内 

と
も

子 船
戸 

与
一 

（
39
期
）

松
下 

孝
幸

古
川　

薫

特
別
講
演
会
講
師

山
梨
大
学

医
学
部
教

授 元
西
高
音

楽
教
師

臨
床
心
理

士 東
大
名
誉

教
授

古
河
物
流

社
長

泌
尿
器
科

医
師

会
社
員

東
大
名
誉

教
授

ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト

東
京
大
学

教
授

直
木
賞
作

家 前
最
高
裁

長
官

ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト

映
画
監
督

大
阪
府
立

弥
生
文
化

博
物
館
長

元
下
関
図

書
館
長

テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス

奏
者

雲
南
民
族

芸
術
団

バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト

琵
琶
奏
者

直
木
賞
作

家 土
井
ヶ
浜

遺
跡・人
類

学
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
館
長

直
木
賞
作

家

健
康
長
寿
の
秘
訣

は
同
窓
会
の
活
動

に
あ
る

N
o M

usic, N
o 

Life!

心
が
折
れ
な
い
よ

う
に
暮
ら
す
に
は

法
律
は
ど
の
よ
う

に
し
て
作
ら
れ
る

か 松
下
村
塾
の
人
材

育
成
法
と
現
代
へ

の
応
用

ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
、
前
立
腺
の
お

ハ
ナ
シ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
山

伏
と
は
？

ま
な
び
旅
の
ス
ス

メ 美
し
き
日
本
の
唄

を
ジ
ャ
ズ
で

宇
宙
っ
て
何
だ
か

知
っ
て
い
ま
す

か
？

田
中 

絹
代
の
光

と
影

H
A

W
A

IIA
N

演

奏 裁
判
員
制
度
の
創

設
と
最
高
裁
長
官

の
日
々

司
会
：
友
永 

次
郎

（
元
西
高
音
楽
教

師
）

映
画
が
人
を
作

り
、
人
が
映
画
を

作
る

下
関
の
遺
跡
め
ぐ

り 望
郷
の
地
：
下
関

は
今

ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー

舞
踏

バ
イ
オ
リ
ン
の
お

話 琵
琶（
平
曲
）演
奏

冒
険
と
私（
世
界

を
回
っ
て
来
て
）

土
井
ヶ
浜
遺
跡
か

ら
日
本
人
の
ル
ー

ツ
を
探
る

歴
史
か
ら
見
た
山

口
県
と
関
西

演
題

•

テ
ニ
ス
全
米
オ
ー
プ
ン
大
坂

な
お
み
が
日
本
人
初
の
優
勝

•

安
室
奈
美
恵
が
引
退

•

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
が
決
定 

•

陸
上
の
桐
生
祥
秀
が
日
本
人

選
手
初
の
９
秒
台
を
達
成

•

西
日
本
豪
雨

•

熊
本
地
震 

•

北
海
道
新
幹
線
開
業 

•

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

　

ド
ラ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利

•

大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
否
決

　

で
橋
下
徹
市
長
は
政
治
家
引
退 

•

安
保
関
連
法
成
立

•

日
本
一
の
高
さ
「
あ
べ
の
ハ
ル

　

カ
ス
」
開
業 

•

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に 

•

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

の
顧
客
情
報
流
出
事
件 

•

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」

　

打
ち
上
げ 

•

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
着
工

•

尖
閣
列
島
国
有
化 

•

東
証
と
大
証
が
合
併
日
本
取
引

　

 

所
グ
ル
ー
プ
発
足 

•

N
H
K「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」ブ
ー
ム

•

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

•

東
日
本
大
震
災 

•

F
I
F
A
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

　

プ
ド
イ
ツ
大
会
で
な
で
し
こ

　

ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝

•

は
や
ぶ
さ（
探
査
機
）が
小
惑
星

　

 

イ
ト
カ
ワ
か
ら
地
球
へ
帰
還 

•

バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

 

浅
田
真
央
は
銀

•

15
年
ぶ
り
の
非
自
民
政
権
が

　

誕
生 

•

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

•

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

•

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
ア
メ
リ
カ
合

　

 

衆
国
大
統
領
と
な
る 

•

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
開
催

•

大
相
撲
で
白
鵬
が
横
綱 

•

京
都
大
の
山
中
伸
弥
教
授
が

　

人
工
多
能
性
幹
細
胞（iPS

細
胞
）

　

の
作
成
に
成
功
し
た
と
発
表

•

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
荒
川

　

静
香
が
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル 

•

第
１
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス

　

ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
日
本
が

　

優
勝 

•

北
朝
鮮
核
実
験

•

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故 

•

郵
政
民
営
化
関
連
法
案
成
立 

•

愛
・
地
球
博
開
催

•

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣 

•

日
本
で
新
札
が
発
行

千
円
札
は
野
口
英
世
、
五
千

円
札
は
樋
口
一
葉
に

•

年
金
未
納
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ

•

米
英
イ
ラ
ク
攻
撃 

•

S
M
A
P「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
が
2
5
7
万
枚
の
大

ヒ
ッ
ト

•

イ
ラ
ク
戦
争 

•

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
大
統
領

拘
束

•

初
の
日
朝
首
脳
会
談 

•

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
５
人
帰
国

•

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
の
オ
ー
プ
ン

•

大
教
大
池
田
小
学
校
児
童
殺
傷

事
件

•

９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ

•

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

高
橋
尚
子
が
金
メ
ダ
ル

•

2
0
0
0
円
札
発
行 

•

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト 

•

雪
印
集
団
食
中
毒
事
件

•

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
2
0
0
0
年

問
題
の
対
応

•

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ

登
場

•

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

•
明
石
海
峡
大
橋
開
通 

•
和
歌
山
カ
レ
ー
事
件 

•
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
38
年
ぶ
り

に
リ
ー
グ
優
勝
、
日
本
一

•

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件 

•

長
野
新
幹
線
開
業 

•

京
都
議
定
書 

•

消
費
税
５
％
に
増
税 

•

北
海
道
拓
殖
銀
行
・
山
一
證
券

破
綻

•

ア
ム
ラ
ー
人
気 

•

ミ
ド
リ
十
字
薬
害
事
件 

•

羽
生
善
治
が
七
冠
王 

•

三
菱
銀
行
と
東
京
銀
行
が
合
併

し
て
「
東
京
三
菱
銀
行
」
が

発
足

•

阪
神
淡
路
大
震
災 

•

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件 

•

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
野
茂
英
雄

投
手
が
日
本
人
初
の
新
人
王

•

村
山
内
閣
誕
生 

•

関
西
国
際
空
港
開
港 

•

オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
が

史
上
初
の
年
間
2
0
0
本
安
打

•

大
相
撲
貴
乃
花
が
横
綱

時
代
背
景

関
西
支
部
設
立
時
役
員
名
簿

支
部
長

空
谷
俊
和

27
期

副
部
長

瀬
口
　
猛

30
期

安
野
洋
一

33
期

幹
事
長

内
藤
　
尚

31
期

事
務
局
長
兼
会
計

甲
斐
敏
晴

31
期

会
計
監
査

石
坪
英
郎

18
期

常
任
理
事

野
瀬
　
清

17
期

栗
屋
保
昌

32
期

瀬
戸
口
房
康

32
期

野
上
琢
磨

32
期

福
原
　
栄

33
期

岡
本
三
樹

33
期

福
田
猛
彦

35
期

古
島
正
晴

35
期

野
上
弘
治

38
期

村
上
充
昭

39
期

山
内
英
雄

40
期

後
田
敏
夫

42
期

篠
原
久
人

46
期

阿
部
紀
一
郎

54
期



保存版 旭陵関西

関
西
支
部
の
思
い
出

杉　顕紹
第４代支部長

（43期）

 

私
が
同
窓
会
に
関
わ
る
こ
と
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
平
成
８
年

の
総
会
で
43
期
が
当
番
幹
事
に
当

た
っ
た
こ
と
で
し
た
。
幹
事
長
の

内
藤
さ
ん
か
ら
、
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
、
と

召
集
を
受
け
、
総
会
の
準
備
と
新

聞
発
行
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
後
に
土
佐
料
理
を

ご
馳
走
に
な
っ
て
、
こ
れ
で
も
う

抜
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
11
年
の
総
会
で
事
務

平
成
か
ら
令
和
へ

上村　繁典
第５代支部長

（48期）

 　
「
旭
陵
関
西
支
部 

設
立
25
周
年
」

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
四

半
世
紀
に
わ
た
る
伝
統
の
会
の
一
翼

を
担
え
た
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
西
高
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
前
に
幹
事
長

で
あ
っ
た
阿
部
支
部
長
が
バ
ト
ン
を

受
け
て
く
れ
て
伝
統
を
よ
り
良
き
も

の
に
継
い
で
く
れ
て
い
る
こ
と
に
大

変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

最
後
の
日
に
寄
稿
し
て
お
り
ま
す
が
、

令
和
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
阿
部
支
部
長

に
は
関
西
支
部
の
よ
き
雰
囲
気
を
維

持
し
、
手
弁
当
の
活
動
に
頑
張
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
君
に
し
か
お
願
い
し
て
い
な

い
」
杉
前
々
支
部
長
の
お
言
葉
に
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
受
け
継
い

局
長
に
、
平
成
20
年
の
総
会
で
支

部
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
空
谷
支
部
長
の
時
代

に
特
別
公
演（
講
演
）会
が
始
ま
り
、

甲
斐
支
部
長
の
時
代
に
ゴ
ル
フ
、
ハ

イ
キ
ン
グ
、
安
野
支
部
長
の
時
代

に
日
帰
り
旅
行
と
、
関
西
支
部
の

特
色
の
あ
る
行
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
も
役
員
と
し
て
そ
れ
ら
に
関
わ
っ

て
き
た
の
で
す
が
、
企
画
し
実
施

す
る
と
い
う
よ
り
も
、
私
自
身
が

そ
れ
ら
の
行
事
を
楽
し
ん
で
い
た

の
だ
と
、
今
気
づ
い
た
思
い
で
す
。

毎
年
２
回
実
施
さ
れ
る
ハ
イ
キ
ン
グ

の
事
前
の
下
見
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

有
志
の
役
員
が
下
見
に
出
か
け
る

の
で
す
が
、
雨
が
降
っ
た
ど
う
す
る
、

近
く
に
も
っ
と
面
白
い
と
こ
ろ
は
な

い
か
、
お
年
寄
り
に
は
き
つ
く
な
い
か
、

な
ど
現
地
を
歩
き
回
っ
て
確
認
し

だ
6
年
間
で
し
た
。
２
社
掛
け
持
ち

の
社
長
業
、
近
畿
菓
子
組
合
の
理
事

長
と
３
足
の
わ
ら
じ
は
多
忙
を
極
め

ま
し
た
。
特
に
５
月
は
会
社
の
決
算
、

次
年
度
の
計
画
発
表
、
組
合
の
総
会

発
表
そ
し
て
旭
陵
新
聞
の
寄
稿
等
、

誰
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
こ
と

も
出
来
ず
大
変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

お
陰
で
日
頃
か
ら
対
話
を
通
じ
て
ネ

タ
を
貯
め
る
訓
練
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
し
た
。

　

48
期
の
同
期
の
皆
に
は
公
私
を

問
わ
ず
大
変
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
に
恥
を
か
か
せ
て
は
な
ら
な

い
と
総
会
も
快
く
出
席
し
続
け
て
く

れ
ま
し
た
。
特
に
旭
陵
関
西
会
報
の

校
正
か
ら
発
行
ま
で
全
て
や
っ
て
く

れ
る
中
野
光
男
君
、
旭
陵
関
西
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
更
新
、
写
真
撮
り
ま
で
全

て
や
っ
て
く
れ
て
い
る
藤
村
徹
君
に

は
感
謝
と
と
も
に
引
き
続
き
宜
し
く

お
願
い
と
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。
又
、

48
期
の
誇
り
山
下
友
信
東
大
名
誉
教

授
に
は
総
会
で
の
講
演
を
快
諾
い
た

だ
き
「
法
律
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ

る
か
」
と
い
う
演
題
を
解
り
や
す
く

話
し
て
下
さ
り
大
好
評
を
博
し
た
こ

ま
し
た
。
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
下

見
が
雪
の
中
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

吹
雪
の
中
の
昼
食
に
な
っ
て
震
え

な
が
ら
缶
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
こ
と

な
ど
、
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

総
会
の
特
別
講
演
会
に
も
多
く

の
方
を
お
迎
え
し
て
、
様
々
な
分

野
の
情
報
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
４
月
20
日
下
関
で
、

歿
後
１
年
を
前
に
「
古
川
薫
さ
ん

が
遺
し
た
も
の
」
と
い
う
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
聴
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
古
川
さ
ん
は

関
西
支
部
の
総
会
の
特
別
公
演
に

２
回
お
い
で
い
た
だ
い
た
思
い
出

多
い
方
で
す
。
歌
人
で
も
あ
る
奥

さ
ん
の
森
重
香
代
子
さ
ん
も
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
て
お
ら
れ
、

奥
さ
ん
が
詠
ま
れ
た
「
ふ
と
人
に

変
化（
へ
ん
げ
）し
鬼
の
出
で
し
あ

と
鬼
の
栖（
す
み
か
）を
わ
が
叩（
は

と
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出

さ
れ
ま
す
。

　

私
は
会
合
を
含
め
全
て
の
行
事
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
き
な
役
目
と
考

え
、
旭
陵
関
西
の
日
程
を
最
優
先
し

た
行
動
を
と
り
ま
し
た
。
出
席
で
き

な
い
と
き
は
家
内
を
も
駆
り
出
し
ま

し
た
。
お
陰
で
諸
先
輩
方
々
か
ら
多

く
の
ご
教
授
を
賜
り
ま
し
た
。
平
城

京
跡
巡
り
で
は
中
村
先
輩
か
ら
〝
蘇

（
そ
）（
よ
み
が
え
る
）〟
が
菓
子
の

発
祥
で
あ
る
こ
と
を
教
わ
り
、
近
畿

菓
子
組
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し

た
。
小
林
先
生
に
は
解
り
や
す
い
相

対
性
理
論
を
教

わ
り
、
先
日
ス

イ
ス
ベ
ル
ン
の

ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
家
を
訪

問
しE=M

C
２

を
学
び
、
自
分

の
子
供
に
こ
の

理
論
を
話
し
て

聞
か
せ
る
位
の

親
に
な
り
な
さ

い
な
ん
て
新
年

度
訓
示
の
幹
に

た
き
）を
り
」
と
い
う
歌
を
知
り
ま

し
た
。
総
会
に
快
く
出
講
い
た
だ

い
て
興
味
深
い
お
話
し
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
古
川
さ
ん
で
し
た
が
、

鬼
の
ご
と
く
に
創
作
に
向
き
合
っ

て
お
ら
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
関
西
支
部
に
関

わ
る
こ
と
に
よ
り
、
楽
し
く
ま
た

印
象
に
残
る
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
多
く
の

先
輩
、
同
期
、
後
輩
の
皆
さ
ん
の

ご
支
援
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
役
員
の
方
々
は
文
字
通
り

手
弁
当
で
活
動
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
改
め
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
良
き

伝
統
が
引
き
継
が
れ
、
他
の
支
部

に
は
な
い
関
西
支
部
の
雰
囲
気
を

維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
関
西
支

部
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
先

輩
、
同
期
、
後
輩
の
皆
さ
ん
に
ご
教

授
と
ご
支
援
を
戴
い
た
こ
と
に
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
五
月
一
日　

記
念
す
べ

き
日
を
残
し
た
い
と
思
い
御
朱
印
を

受
け
る
べ
く
鳥
取
の
三
徳
山
投
入
堂

に
登
り
ま
し
た
。
日
本
一
危
険
な
日

本
遺
産
だ
け
あ
り
大
変
な
道
の
り
で

し
た
が
、
新
し
い
令
和
の
時
代
を
よ

り
良
い
旭
陵
関
西
に
し
て
い
く
た
め

に
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と
に
手
を

合
わ
せ
た
1
日
で
し
た
。
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期
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師
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学
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学
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大
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教
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古
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流

社
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泌
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医
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会
社
員

東
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名
誉

教
授

ジ
ャ
ズ
ピ

ア
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ス
ト

東
京
大
学

教
授

直
木
賞
作

家 前
最
高
裁

長
官

ジ
ャ
ズ
ピ

ア
ニ
ス
ト

映
画
監
督

大
阪
府
立

弥
生
文
化

博
物
館
長

元
下
関
図

書
館
長

テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス

奏
者

雲
南
民
族

芸
術
団

バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト

琵
琶
奏
者

直
木
賞
作

家 土
井
ヶ
浜

遺
跡・人
類

学
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
館
長

直
木
賞
作

家

健
康
長
寿
の
秘
訣

は
同
窓
会
の
活
動

に
あ
る

N
o M

usic, N
o 

Life!

心
が
折
れ
な
い
よ

う
に
暮
ら
す
に
は

法
律
は
ど
の
よ
う

に
し
て
作
ら
れ
る

か 松
下
村
塾
の
人
材

育
成
法
と
現
代
へ

の
応
用

ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
、
前
立
腺
の
お

ハ
ナ
シ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
山

伏
と
は
？

ま
な
び
旅
の
ス
ス

メ 美
し
き
日
本
の
唄

を
ジ
ャ
ズ
で

宇
宙
っ
て
何
だ
か

知
っ
て
い
ま
す

か
？

田
中 

絹
代
の
光

と
影

H
A

W
A

IIA
N

演

奏 裁
判
員
制
度
の
創

設
と
最
高
裁
長
官

の
日
々

司
会
：
友
永 

次
郎

（
元
西
高
音
楽
教

師
）

映
画
が
人
を
作

り
、
人
が
映
画
を

作
る

下
関
の
遺
跡
め
ぐ

り 望
郷
の
地
：
下
関

は
今

ジ
ャ
ズ
ナ
ン
バ
ー

舞
踏

バ
イ
オ
リ
ン
の
お

話 琵
琶（
平
曲
）演
奏

冒
険
と
私（
世
界

を
回
っ
て
来
て
）

土
井
ヶ
浜
遺
跡
か

ら
日
本
人
の
ル
ー

ツ
を
探
る

歴
史
か
ら
見
た
山

口
県
と
関
西

演
題

•

テ
ニ
ス
全
米
オ
ー
プ
ン
大
坂

な
お
み
が
日
本
人
初
の
優
勝

•

安
室
奈
美
恵
が
引
退

•

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
が
決
定 

•

陸
上
の
桐
生
祥
秀
が
日
本
人

選
手
初
の
９
秒
台
を
達
成

•

西
日
本
豪
雨

•

熊
本
地
震 

•

北
海
道
新
幹
線
開
業 

•

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

　

ド
ラ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
が
勝
利

•

大
阪
都
構
想
の
住
民
投
票
否
決

　

で
橋
下
徹
市
長
は
政
治
家
引
退 

•

安
保
関
連
法
成
立

•

日
本
一
の
高
さ
「
あ
べ
の
ハ
ル

　

カ
ス
」
開
業 

•

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に 

•

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

の
顧
客
情
報
流
出
事
件 

•

小
惑
星
探
査
機「
は
や
ぶ
さ
２
」

　

打
ち
上
げ 

•

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
着
工

•

尖
閣
列
島
国
有
化 
•

東
証
と
大
証
が
合
併
日
本
取
引

　

 

所
グ
ル
ー
プ
発
足 

•

N
H
K「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」ブ
ー
ム

•
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業

•

東
日
本
大
震
災 

•

F
I
F
A
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

　

プ
ド
イ
ツ
大
会
で
な
で
し
こ

　

ジ
ャ
パ
ン
が
優
勝

•

は
や
ぶ
さ（
探
査
機
）が
小
惑
星

　

 

イ
ト
カ
ワ
か
ら
地
球
へ
帰
還 

•

バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

 

浅
田
真
央
は
銀

•

15
年
ぶ
り
の
非
自
民
政
権
が

　

誕
生 

•

裁
判
員
制
度
ス
タ
ー
ト

•

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

•

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
ア
メ
リ
カ
合

　

 

衆
国
大
統
領
と
な
る 

•

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

　

ン
ピ
ッ
ク
開
催

•

大
相
撲
で
白
鵬
が
横
綱 

•

京
都
大
の
山
中
伸
弥
教
授
が

　

人
工
多
能
性
幹
細
胞（iPS

細
胞
）

　

の
作
成
に
成
功
し
た
と
発
表

•

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
荒
川

　

静
香
が
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル 

•

第
１
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス

　

ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
日
本
が

　

優
勝 

•

北
朝
鮮
核
実
験

•

J
R
福
知
山
線
脱
線
事
故 

•

郵
政
民
営
化
関
連
法
案
成
立 

•

愛
・
地
球
博
開
催

•

自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
遣 

•

日
本
で
新
札
が
発
行

千
円
札
は
野
口
英
世
、
五
千

円
札
は
樋
口
一
葉
に

•

年
金
未
納
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ

•

米
英
イ
ラ
ク
攻
撃 

•

S
M
A
P「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
花
」
が
2
5
7
万
枚
の
大

ヒ
ッ
ト

•

イ
ラ
ク
戦
争 

•

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
大
統
領

拘
束

•

初
の
日
朝
首
脳
会
談 

•

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
５
人
帰
国

•

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
の
オ
ー
プ
ン

•

大
教
大
池
田
小
学
校
児
童
殺
傷

事
件

•

９
・
11
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ

•

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

高
橋
尚
子
が
金
メ
ダ
ル

•

2
0
0
0
円
札
発
行 

•

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト 

•

雪
印
集
団
食
中
毒
事
件

•

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
2
0
0
0
年

問
題
の
対
応

•

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ

登
場

•

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

•

明
石
海
峡
大
橋
開
通 

•

和
歌
山
カ
レ
ー
事
件 

•

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
38
年
ぶ
り

に
リ
ー
グ
優
勝
、
日
本
一

•

神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件 

•

長
野
新
幹
線
開
業 

•

京
都
議
定
書 

•

消
費
税
５
％
に
増
税 

•

北
海
道
拓
殖
銀
行
・
山
一
證
券

破
綻

•

ア
ム
ラ
ー
人
気 

•

ミ
ド
リ
十
字
薬
害
事
件 

•

羽
生
善
治
が
七
冠
王 

•

三
菱
銀
行
と
東
京
銀
行
が
合
併

し
て
「
東
京
三
菱
銀
行
」
が

発
足

•

阪
神
淡
路
大
震
災 

•

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件 

•

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
野
茂
英
雄

投
手
が
日
本
人
初
の
新
人
王

•

村
山
内
閣
誕
生 

•

関
西
国
際
空
港
開
港 

•

オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
が

史
上
初
の
年
間
2
0
0
本
安
打

•

大
相
撲
貴
乃
花
が
横
綱

時
代
背
景


